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今
回
の
応
募
作
は
全
国
か
ら
一
三
二
編
。
最
終
的
な
候
補
作
と
し
て
３
名
の
選
考
委
員

の
手
元
に
届
け
ら
れ
た
の
は
八
作
品
。
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
第
一
席
に
「
猫
投
祭
（
マ

ユ
ー
ナ
ギ
ー
）
」
（
野
原
誠
喜
）
、
第
二
席
に
「
レ
モ
ン
色
の
月
」
（
仲
間
望
）
、
佳
作

に
「
島
の
音
」
（
中
里
咲
耶
）
に
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。 

 

第
一
席
の
「
猫
投
祭
（
マ
ユ
ー
ナ
ギ
ー
）
」
は
、
架
空
の
島
「
多
嘉
良
島
」
に
伝
わ
る

架
空
の
伝
統
行
事
「
猫
投
祭
」
を
作
り
上
げ
た
作
品
だ
。
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
思
わ
ず

今
日
に
も
こ
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
ほ
ど
の
快
作
で
あ
る
。

オ

リ

ジ

ナ

リ

テ

ィ

が

あ

り

、

ネ

ッ

ト

社

会

で

使

用

さ

れ

る

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

恐

怖

を

も

反

映

さ

せ
、
ま
た
「
猫
投
祭
」
を
止
め
に
ア
メ
リ
カ
の
動
物
愛
護
団
体
か
ら
来
島
す
る
ミ
ス
・
ト

ン
プ
ソ
ン
を
も
登
場
さ
せ
、
島
を
拠
点
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
世
界
を
視
野
に

入
れ
た
深
く
広
い
作
品
に
し
た
。
主
人
公
で
写
真
家
を
目
指
す
池
間
瑠
璃
子
の
物
語
、
来

島
す
る
ミ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
の
物
語
、
そ
し
て
神
女
宮
国
の
お
ば
あ
や
村
人
の
様
子
が
手

際
よ
く
処
理
さ
れ
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
作
品
上
で
交
わ
さ
れ
る
論
議
も
よ
く
噛
み
合

っ
て
い
て
違
和
感
が
な
く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
る
。
作
者
の
想
像
力
と
作
品
の
構

成
力
に
感
服
し
た
。 

 

第
二
席
の
「
レ
モ
ン
色
の
月
」
は
北
の
島
、
北
海
道
の
島
の
物
語
だ
。
登
場
人
物
は
ほ
ぼ

二
人
で
ま
も
な
く
八
十
歳
を
迎
え
る
母
喜
代
と
、
５
年
後
の
定
年
を
前
に
看
護
師
を
辞
し
て

帰
郷
し
た
娘
美
咲
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
母
娘
の
心
理
描
写
が
丁
寧
で
、
こ
の
微
細
な
描
写
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で
物
語
が
成
立
す
る
こ
と
を
示
し
た
作
品
で
も
あ
る
。
魯
迅
の
作
品
「
故
郷
」
の
帰
郷
の
場

面
を
冒
頭
部
に
援
用
し
な
が
ら
、
若
い
こ
ろ
の
母
の
秘
密
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
他
者

を
愛
す
る
こ
と
の
は
か
な
さ
と
美
し
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
普
遍
的
な
ド
ラ
マ
に
し
た
。

さ
り
げ
な
く
挿
入
さ
れ
る
戦
死
し
た
伯
父
や
、
祖
父
と
の
思
い
出
も
効
果
的
だ
。
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
、
母
に
母
以
外
の
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人
格
を
発
見
し
、
ま
た
「
心
」
と
い
う
曖

昧
な
も
の
を
確
か
な
も
の
と
す
る
発
見
に
も
好
感
が
持
て
る
。
さ
ら
に
新
鮮
な
比
喩
表
現
も

随
所
に
見
ら
れ
安
定
し
た
文
章
力
と
併
せ
て
記
憶
に
残
る
作
品
に
な
っ
た
。

 

 

佳
作
の
「
島
の
音
」
は
二
人
の
少
年
の
交
流
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
一
人
は
島
の
民

宿
の
息
子
潮
で
、
も
う
一
人
は
島
に
や
っ
て
来
て
い
た
常
連
客
の
孫
、
史
音
で
あ
る
。
二

人
は
音
楽
が
好
き
で
そ
れ
ぞ
れ
フ
ル
ー
ト
と
バ
イ
オ
リ
ン
を
奏
す
る
が
、
「
上
手
な
音
よ

り
豊
か
な
音
」
を
発
見
し
た
二
人
の
成
長
譚
と
し
て
も
読
め
る
。
島
の
海
風
が
吹
き
渡
る

作
品
世
界
に
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
も
登
場
す
る
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
る
が
、
展

開
に
も
無
理
の
な
い
よ
く
推
敲
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。 

 

最
終
的
な
候
補
作
は
、
他
に
「
不
死
王
の
島
」
「
朝
光
の
畑
」
「
神
歌
由
来
」
「
嘆
き

の
森
」
「
家
出
は
船
で
」
の
作
品
で
あ
っ
た
。
作
品
は
力
強
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
に
は

好
感
が
持
て
た
が
、
今
一
歩
入
選
作
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。 

 


